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2008 年 11 月、オーストリア・ウィー

ン在住のアートァ・ヴラサティ氏から突

然 E メールが送られてきました。「貴クラ

ブのホームページにアインハイッツツェー

ナー（Einheitszehner）級の写真があるが、

この歴史的なクラスの調査をしており、連

絡を取りたい」との内容。この手紙がきっ

かけで話は思わぬ方向へと進展しました。

そのいきさつをご報告します。

琵琶湖ヨット倶楽部（ＢＹＣ）が保有す

るアインハイッツツェーナー級（以下ＥＺ

級）のルーツは、当時のクラブ員、故吉本

善太氏がベルリンオリンピック（１９３６

年）に出場した際、欧州のレーシングヨッ

トに魅せられ、ドイツから図面を取り寄せ、

１９３９年に日本で建造したものです。

ＢＹＣのクラブ艇として現在も帆走可能

な状態で保管しており、年に１度の「ＳＡ

ＩＬおおつ」でその雄姿を披露しています。

この経緯を伝えると、先方では手元に図面

がないとのこと。早速、図面のコピーを送

付して、交流が始まりました。驚くことに

ヴラサティ氏はすぐに来日して艇を確認、

ほぼオリジナル設計のまま保管された大変

貴重な存在であることに感嘆、彼のホー

ムページでもこのＥＺを詳しく紹介しまし

た。その後、図面はＥＺの故郷であるベル

リンのボートショーで飾られるなど話題と

なったそうです。

戦前のドイツ・オーストリア地区で帆面

積別のレースが活発に行われていたころ、

造艇競争が活発となり、その中で勝ち残り

規格化されたクラスのひとつがＥＺ級でし

た。ＥＺ級はもっとも小さなクラス（通称

N クラス：10 平米）で、他に 15 平米（M）

クラス、20 平米（Z）クラス、22 平米（J）

クラスなどがあったそうです。

（思わぬお誘い）　

そのヴラサティ氏から、「この７月 22

〜 25 日に LGT Sailing Cup (Internationale 

Österreichische Traditions-Segelwoche 

2010) 国際オーストリア・クラシック・セー

ルウィーク２０１０というレースが開催さ

れる。一緒にレースに参加しないか」との

誘いを受け、ＢＹＣの長谷川会長、松田、森、

青木の４人で出かけることになったわけで

す。

レースは k.u.k. Yacht Geschwader（王

宮ヨットフリート）が主催し、開催地は

オーストリア・ザルツブルグ近郊のザル

ツ カ ン マ ン グ ー ト

地 区 に 点 在 す る 複

数の湖のクラブ。毎

年、ホストクラブを

かえて開催され、今

年はウォルフガング

湖（Wolfgangsee）畔

のザンクト・ギルゲ

ン（St. Gilgen） と い

う小さな街にある、

ユニオンヨットクラ

ブ・ウォルフガング

ゼ ー（Union Yacht 

Club Wolfgangsee：

UYCW）がホストで

した。ここはモーツァ

ルトの母親が暮らし

た街として有名で、

避暑地でもあります。

参加艇の条件は、

基本的に１９５０年

以前の艇（以降の艇

でも以前の建造手法のものに限る。アルミ

マスト、ダクロンセールはＯＫ）であるこ

と。日本で知られている艇としてはドラゴ

ン級がありますが、他は見られない艇種ば

かりです。

多くは波のあまり立たない湖水で発達し

た艇種で、フリーボードが低く、ビームは

狭く、細長いハル形状が特徴です。中でも

最大のソンダークラッセ級は艇長約 40ft、

セール面積 51 平米という巨大なキール

ボート。多くはガフリグの木造艇で、この

船がセーリングする姿は「美しい」の一言

です。

このようなクラシックボートが近隣のド

イツ、スイスからも 42 艇が集まり、レー

スが繰り広げられました。これらがいっせ

いにレースをする光景は、まるでタイムマ

シンに乗って時代を遡ったのではないかと

思うほどで、夢心地にさせてくれるもので

した。どの艇も木造ニス塗りでピカピカに

整備された、それはそれは美しいまさに工

芸品ばかりです。

我々はヴラサティ氏の配慮で、10 平米

クラスのＥＺ級を借りて青木・松田が乗艇。

またベルリンオリンピックに採用されたオ

リンピアヨレも借り、森が乗艇してレース

に参加しました。

（最大級の歓迎）　

イベントはオープニングセレモニーから

始まりました。旧王室に関係する組織が主

催し、旧王国時代の伝統的な軍隊様式で進

められました。旧王室ハプスブルグ家ファ

ミリーも出席され、伝統的な音楽が演奏さ

れる中でのフラッグセレモニー。ホストク

ラブのＵＹＣＷ旗、参加国のオーストリア、

ドイツ、スイス、そして日本の国旗が掲揚

され、そこに王宮ヨット協会のフラッグが

運ばれ、掲揚されます。陸上式典の後はハー

バー前でのセーリングパレードです。ヨッ

トハーバーの桟橋からは大砲の礼と旧軍隊

■ 素晴らしき帆走艇たち   オーストリア国際クラシックセールウィーク
J-Sailing 誌から抜粋　	 レポート / 青木英明・琵琶湖ヨット倶楽部

（2010 年 10 月）	 Photo by Lois Nagl

ウォルフガング湖を帆走するクラシックヨットのＳクラス

ＢＹＣから遠征した（左から）森、長谷川会長、松田、
青木の４氏

10 平米ＥＺ級に乗る青木（右）・松田チーム
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現在の活動・イベント

の敬礼を受けます。　

２日目からレースが始まりました。レー

スは、艇種別にヤードスティックナンバー

をつけ、混合タイムハンディキャップ方式

で行います。フリートは２クラスに分かれ

ていっせいにレースをします。レース海面

は幅の狭い湖で、６つの固定マークを複雑

に回航するコース図が与えられ、風に合わ

せて本部船から指示されます。山あいの地

形で風のシフトは激しく、岸沿いの風の振

れなどが特異でコース取りが難しく、我々

は風の振れを味方にすることは最後までで

きませんでした。

３日目のレースではスタート直後にブ

ローを受けて沈をしてしまいました。オー

プンデッキのため、水船になると再帆走で

きずやむなくリタイヤ。最終日も強風コン

ディションでしたが、レース完走を目指し

て慎重なセーリングでなんとかフィニッ

シュしました。

成績は残念な結果でした。でも、オリン

ピアヨレで出た森選手は、強風の中でも日

頃のレーザーでの腕前を生かし、総合 27

位とまずまずの健闘ぶりでした。

オフィシャルパーティは、ドレスコー

ド付きのフォーマルなものです。街のホテ

ルを借り切り盛大なパーティが繰り広げら

れました。我々はさまざまな機会に日本の

ＢＹＣからはるばる来てくれたと紹介を受

け、最大級の歓迎を受けました。旧王室ファ

ミリーの方と話をする機会にも恵まれまし

た。人生の楽しみ方まったく縁のない中央

ヨーロッパの伝統と生活に根差した祭典に

飛び入りし、地元のヨットクラブに４日間

どっぷりと浸る中、彼らのヨットクラブラ

イフの素晴らしさを感じることができまし

た。生活の質の高さ、人生を楽しむという

のはこういうことなのでしょう。彼らは同

じルーツの古いボートを大事にしている仲

間として、我々を最大級の礼で迎えてくれ

ました。本当に夢心地で貴重な経験をする

ことができました。生活習慣が大きく違い

ますが、古いヨットを大事にするという共

通項で深い交流ができるということが、本

当に味わいのある大人の趣味だと感じまし

た。ＢＹＣの所有艇もまだまだ整備状況は

甘く、根本的な補修も必要です。この機会

に重い腰を上げ、再整備しなければと思っ

た次第です。

日本にオールドボートは多くないかもし

れませんが、このようなイベントでコミュ

ニティを作り、連携を深めていくことは重

要ではないでしょうか。小生が知っている

範囲では、毎秋サントピアマリーナで開催

されている「ウドゥンヨットレース」があ

りますが、大変素晴らしい取り組みだと思

います。

S クラスのスタートのシーン。Ｓクラスは Halsey Herreshoff の設計によるもので、世
界で初めてマルコニーリグのワンデザインボートとして誕生した。全長 max13.2m、
幅 2m、水線長 5.75m、排水量 min1950kg、セール面積 max 51 平米の要目を持つ。
BYC の長谷川会長もこのＳクラスの 1 艇 <CIMA> に乗艇しパレードに参加したが、そ
れは過去に米国タフト大統領や、ドイツのウィルヘルム皇帝を乗せた船齢 100 年の由
緒あるボートだったという
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開会式

Artur Vlasaty 氏の EZ

オリンピアヨレ（森）

Einheits Zehner (N class) Olympiajolle

Vlasaty 夫妻、オリンピアヨレのオーナー家族と Union Yacht Club Wolfgangsee 会長と

クラブハウスにて

チャーターしたオリンピアヨレ

チャーター艇の艤装

写真集のページへ




